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2.2 観光交通 

2.2.1 観光動態 

(1) 観光入込客数 

 奈良市の観光入込客数は、平成 10 年比率でほぼ横ばいとなっています。 

 

奈良県の観光入込客数は、平成 10 年比率で平成 23 年には、0.92 倍（3,330 万人）と、

1 割減少しているのに対して、奈良市の観光入込客数は 1.01 倍（1,330 万人）とほぼ横ば

いとなっています。 

奈良市では、平成 22 年は 1.42 倍（1,840 万人）と、他年の 1.4 倍の観光入込客数とな

っており、「平城遷都 1300 年祭」開催の影響が想定されます。 
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出典：奈良県観光客動態調査報告書、奈良市観光入込客数調査報告 

図 2.11 奈良市の観光入込客数の推移 

 

平城遷都 1300 年祭 
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(2) 最初の目的地への来訪交通手段 

 奈良中心市街地への公共交通の分担率は、増加傾向にあります。 

 

奈良中心市街地への公共交通の分担率は、平成 23 年 5.5 割から平成 25 年には 6 割と増

加傾向になっています。 

奈良中心市街地の最初の目的地別の来訪交通手段は、平成 22 年に比べて「西ノ京界隈」

に「ならまち界隈」、「奈良公園界隈」では自動車の割合が減少しており、奈良観光周遊バス

やぐるっとバス等、前回計画に基づく施策実施の効果が見られます。 
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出典：平成 23 年・平成 24 年・平成 25 年 11 月来訪者アンケート調査 

図 2.12 奈良中心市街地への公共交通の分担率 
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出典：上段-平成 25 年 11 月休日来訪者アンケート調査、下段-平成 22 年 5月 GW 中来訪者アンケート調査 

図 2.13 最初の目的地への来訪交通手段 

平成 25 年時点 

 

平成 22 年時点 

 

※各年における公共交通の定義 
平成 23 年：JR、近鉄、観光バス 
平成 24 年：JR、近鉄、観光バス 
平成 25 年：JR、近鉄、路線バス、ぐるっとバス、観光周遊バス 
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(3) 奈良中心市街地の周遊状況 

 「奈良公園界隈」を中心とした周遊観光が多くなっています。 

 

「奈良公園界隈」からの周遊状況は、「奈良公園界隈」が 30%と最も多く、次いで「近鉄

奈良駅周辺」が 11%、「ならまち界隈」が 9%、「JR 奈良駅周辺」が 7%と続いており、隣

接エリアの「近鉄奈良駅周辺」や「ならまち界隈」との周遊が多くなっています。 

「奈良公園界隈」⇒「平城宮跡界隈」、「西ノ京界隈」など、少し離れた箇所への周遊観光

も確認できます。 

 

 

※上記割合は、アンケート複数回答に対する回答割合。4%以上のみ記載 

出典：平成 25 年 10・11 月木簡型一日フリー乗車券購入者アンケート調査 

図 2.14 奈良中心市街地の周遊状況 
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2.2.2 中心市街地内周遊バス 

(1) ぐるっとバス 

1) 利用状況 

 ぐるっとバスの春季利用者数は、増加傾向にあります。 

 

これまでぐるっとバスは、利用状況を踏まえながら運行ルートなどを見直して運行して

います。利用者数は、平成 25 年春季には 2,900 人/日と微増、秋季には 2,200 人/日

と、平成 23 年の 2 倍程度に増加しております。 
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※上記の利用者数は、春季は天平祭、秋季は正倉院展の開催期間を対象に集計 

※利用者数は、日あたりの平均利用者 

 

ルート数 集計対象期間 運行日数 運賃

H23
2ルート

（奈良公園ルート、平城宮跡ルート）
4月29日～5月5日 6日間

奈良：100円
平城：200円

H24 同上 5月3日～5月6日 4日間 同上

H25 同上 5月3日～5月5日 3日間 全て100円

H23
2ルート

（奈良公園ルート、平城宮跡ルート）
10月29日～11月13日 7日間

奈良：100円
平城：200円

H24 同上 10月27日～11月12日 6日間 同上

H25
3ルート

（奈良公園ルート、平城宮跡･ならまちルート：平城宮

跡方面およびならまち・県庁前方面）

10月26日～11月11日 7日間 全て100円

年

春季

秋季

 
※運行日は、土日祝 

※奈良：奈良公園ルート、平城：平城宮跡ルート  

出典：奈良県 

図 2.15 ぐるっとバスのルート変遷と利用者数の推移 
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2) 運行状況 

 平成 25 年秋のぐるっとバスは、3 ルート運行しています。 

 

これまでのぐるっとバスの利用状況を踏まえ、平成 25 年秋季の運行ルートは、「奈良

公園ルート」、「平城宮跡・ならまちルート（平城宮跡方面）」、「平城宮跡・ならまちルー

ト（ならまち・県庁前方面）」の 3 ルートとなっています。 

これらのルートは、鉄道駅と奈良公園から平城宮跡間のアクセス性を向上させ、周辺に

位置する観光施設の周遊を促しています。 

 

 

出典：平成 25 年秋季 ぐるっとバスに関するチラシを参考に作成 

図 2.16 ぐるっとバスの実施概要（平成 25 年秋季） 
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(2) 奈良観光周遊バス 

1) 利用状況 

 奈良観光周遊バスの利用者数は、増加傾向にあります。 

 

これまで奈良観光周遊バスは、利用状況を踏まえながら運行ルートなどを見直して運行

しています。利用者数は、平成 25 年春季には 1,200 人/日と微増、平成 25 年秋季には

544 人/日と、平成 23 年の 3 倍に増加しています。 

なお、奈良観光周遊バスは、特に西側の周遊観光を促す形での運行がなされています。 
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※上記の利用者数は、春季は天平祭、秋季は正倉院展の開催期間を対象に集計 

※利用者数は、日あたりの平均利用者 
 

ルート数 集計対象期間 運行日数 運賃

H24 2 5月3日～5月6日 4日間 200円

H25 2 5月3日～5月5日 3日間 100円

H23 1 10月29日～11月13日 7日間 200円

H24 2 10月27日～11月18日 8日間 200円

H25 2 11月2日～11月10日 5日間 100円

年

春季

秋季

 
※運行日は土日祝 

出典：奈良県 

図 2.17 観光周遊バスのルート変遷と利用者数の推移 
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2) 運行状況 

 平成 25 年秋の観光周遊バスは、2 ルート運行しています。 

 

これまでの奈良観光周遊バスの利用状況を踏まえ、平成 25 年秋季の運行ルートは、「西

ノ京ルート」と「大和西大寺ルート」の 2 ルートとなっています。これらのルートは、

鉄道駅と西ノ京エリア、平城宮跡、平城京歴史館などの観光施設を周遊するようなルート

となっています。 

 

出典：平成 25 年秋季 奈良観光周遊バスに関するチラシを参考に作成 

図 2.18 奈良観光周遊バスの実施概要（平成 25 年秋季） 
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2.2.3 観光バス 

(1) 駐車場利用状況 

 奈良公園への観光バスを対象とした駐車場予約システムについて、秋季の平均予約率

は約 7 割、ピーク時は約 8 割の利用状況となっています。 

 

観光ピーク期間に観光バスが来訪する時間帯を分散し、駐車場への入庫待ちによる渋滞を

解消するため、平成 23 年 9 月から大仏前駐車場に予約システムを導入しています。 

大仏前駐車場における秋季の観光バスの利用率は 7～10 割となっており、そのうち約 7

割が駐車場予約システムを利用しています。平成 24 年秋季のピーク時の予約率は 85％と

平成 23 年度 80％を上回っており、利用車に対する周知が浸透しつつあります。 

しかしながら、修学旅行などが集中する春と秋には、利用台数が駐車容量を大きく上回る

ことがあり、周辺道路における渋滞発生の一因となっています。 
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22%

バス

75%
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2%

普通貨物

1%

 

          ※平成 25 年 11 月 2 日調査 

出典：予約利用台数カウント調査 

図 2.19 駐車場待ちの観光バス（左）／大仏前駐車場の利用割合（右） 
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※10 月 1日～12 月 31 日の期間で集計 

※秋季ピーク時の利用状況 平成 23 年は 10 月 20 日（木）、平成 24 年は 10 月 25 日（木） 

出典：予約利用台数カウント調査 

図 2.20 予約システムの秋季平均予約率（左）／秋季ピーク時の利用状況（右） 
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2.2.4 P&R 

(1) P&R の利用状況 

 各駐車場とも一定数の P&R 利用台数が存在します。 

 

これまで P&R（パークアンドライド）は、利用状況を踏まえながら実施駐車場などを見直

して実施しており、各駐車場とも一定数の利用台数があります。 
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※利用者数は、日あたり、1駐車場あたりの平均利用者 
※H23 春季：4月 29 日～5月 8日の土日祝 8日間、平日 2日間（※GW 期間中） 
H24 春季：4月 28 日～5月 6日の土日祝 7日間 
H25 春季：4月 27 日～5月 6日の土日祝 7日間 
H23 秋季：10 月 29 日～11 月 13 日の土日祝 7日間 
H24 秋季：11 月 10 日～11 月 18 日の土日 4日間 
H25 秋季：10 月 5日～11 月 24 の土日祝 23 日間 

出典：奈良県  

図 2.21 P&R 駐車場変遷と利用台数の推移 
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(2) P&R の実施概要 

 観光目的の自動車交通について、奈良中心市街地への流入抑制を目的に P&R が行わ

れています。 

 

これまでの P&R 駐車場利用台数を踏まえ、平成 25 年秋季の P&R は「R24 高架下駐車

場」と「奈良市役所駐車場」の 2 箇所で実施されています。「R24 高架下駐車場」は 10/5

～11/24、土日祝の 9 時～18 時に、「奈良市役所駐車場」は同日の 9 時～17 時に実施し

ており、両駐車場とも無料となっています。ぐるっとバスと連携し実施することによって、

観光目的の自動車交通について、奈良中心市街地への流入を抑制することを目的に行ってい

ます。 

 

 

出典：平成 25 年秋季 P&R に関するチラシを参考に作成 

図 2.22 P&R の実施概要（平成 25 年秋季） 



 

 25 

 

2.2.5 交通結節点 

(1) 鉄道駅での情報案内板 

 情報案内板について、利用者の 6 割が満足となっています。 

 

近鉄奈良駅改札付近および奈良観光案内所付近に、情報案内板（デジタルサイネージ）が

設置されています。デジタルサイネージは、バスの乗り場や所要時間、時刻表などが分かり

やすく、簡単に探せるタッチパネル式の情報案内板です。 

デジタルサイネージの利用者数は、平成 25 年 5 月に 6.5 万人/月、同年 7 月には 3.1 万

人/月と常に一定の利用者が存在します。利用者のうち、6 割は満足（「満足：35%」+「や

や満足：26%」）しています。 

 

 

5.2 

6.5 

4.4 

3.1 

0

2

4

6

8

4月 5月 6月 7月

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ

利
用

者
数

(万
人

/
月

）

満足

35%

やや満足

26%

どちらと言

えない

26%

やや不満

9%

不満

4%

n=23  

※近鉄奈良駅改札付近と奈良観光案内所横のデジタルサイネージ利用者数の合計 

出典：奈良県資料、平成 25 年 11 月休日ぐるっとバス利用者ヒアリング調査 

平成 25 年 11 月休日中心市街地来訪者アンケート調査 

図 2.23 デジタルサイネージの利用者数（左）／満足度（右） 
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(2) フリー乗車券による乗り継ぎ利用の促進 

1) 木簡型一日フリー乗車券の概要 

 奈良中心市街地のバスが一日乗り放題となる乗車券が販売されています。 

 

木簡型一日フリー乗車券は、「ぐるっとバス」、「奈良観光周遊バス」などが、一日乗り

放題となる乗車券で公共交通による周遊を促進させ、奈良中心市街地での来訪箇所数、滞

在時間、消費額の増加を目的に実施しています。 

木簡型一日フリー乗車券は、奈良中心市街地の駐車場や鉄道駅などで購入することがで

き、協力施設で入場割引やノベルティプレゼントなどの特典があります。 

 

 

出典：平成 25 年秋季 木簡切符に関するチラシを参考に作成 

図 2.24 木簡切符の実施概要（平成 25 年秋季） 
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2) 満足度と理由 

 木簡型一日フリー乗車券に対して、9 割が満足となっています。 

 

木簡型一日フリー乗車券に対する利用者の満足度は、9 割が満足（「満足：66%」+「や

や満足：20%」）と高評価を得ています。満足の理由としては、「割安に感じた」が最も

多くなっており、次いで「色々な所を巡るのに便利」と回遊性向上に関する評価が高くな

っています。一方で、「木簡に魅力を感じた」との意見も多くなっています。 

満足
66%

やや

満足
20%

どちら

でもな

い
8%

やや

不満
4%

不満
2%

n=443

141

21

349

276

21

28

36

15

27

0 100 200 300 400

木簡に魅力を感じた

枚数限定に魅力を感じた

割安と感じた

色々な所を巡るのに便利

環境にやさしい

駐車場探しに困らない

バスが好き

他の交通機関がわからない

以前に利用して便利だった

n=458

 

出典：平成 25 年 10・11 月木簡型一日フリー乗車券購入者アンケート調査 

図 2.25 木簡型一日フリー乗車券利用者の満足度と満足理由 

 

3) 販売枚数 

 木簡型一日フリー乗車券の販売枚数は、増加傾向となっています。 

 

木簡型一日フリー乗車券の販売枚数は、平成 25 年秋季には平成 23 年の 2 倍に増加

しており、公共交通での周遊観光の促進や乗り継ぎ利用の促進に寄与していると想定でき

ます。 

5,595 

3,357 

5,687 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23 H24 H25

春

販
売

枚
数

（
枚

）

子供

大人

3,182 
4,137 

7,570 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H23 H24 H25

秋

販
売

枚
数

（
枚

）

子供

大人

 
 

大人 子供

H23 4月29日～5月29日 16日 400円 200円

H24 4月28日～5月27日 31日 500円 250円

H25
4月27日～5月12日、

6月14～6月30日
33日 500円 250円

H23 10月8日～11月13日 14日 500円 250円

H24 9月17日～11月25日 22日 500円 250円

H25 10月5日～11月24日 41日 500円 250円

料金
販売日数販売期間年

春季

秋季

 
出典：過年度の奈良中心市街地公共交通活性化協議会資料 

図 2.26 木簡型一日フリー乗車券の販売枚数 

86% 

春季 

 

秋季 
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2.2.6 情報提供 

 公共交通・P&R に関する広報は、認知が 3 割にとどまっています。 

 

これまでの公共交通・P&R に関する広報は、魅力的な観光情報を紹介するためのポータル

サイトであるアクセスナビ、チラシやポスターなどを用いて実施してきました。 

公共交通の広報に関する認知状況は、「公共交通・P&R の広報を認知」が 1.5 割、「公共交

通の広報を認知」が 1.5 割となっている一方で、「公共交通・P&R の広報を認知していない」

は 7 割を占めており、公共交通や P&R について、さらに周知していく必要があります。 

13%

15%

1%

71%

公共交通・P&Rの広報を知っていた

公共交通の広報を知っていた

P&Rの広報を知っていた

知らなかった

n=293  

出典：平成 25 年 11 月休日来訪者アンケート調査 

図 2.27 公共交通・P&R に関する広報の認知状況 

  

図 2.28 アクセスナビの画面 

 

図 2.29 ぐるっとバスのチラシ・ポスターおよび P&R のポスター 

29% 
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2.3 日常交通 

2.3.1 通勤・通学 

(1) 企業規模 

 奈良中心市街地の事業所は、民間企業が 7 割を上回り、従業員 20 人以下の規模の企

業が 7 割となっています。 

民間

企業
75%

官公

庁
13%

学校
4%

各種

団体
8%

n=412  

20人

以下
67%

21～

50人
20%

51～

100人
9%

101人

以上
4%

n=422  
出典：平成 23 年 2月中心市街地事業所アンケート調査結果 

図 2.30 奈良中心市街地の事業所分類と従業員数 

 

(2) 企業立地状況 

 大半の事業所が鉄道およびバスの圏域内にあります。 

 

ほとんどの事業所が鉄道およびバスの圏域内に位置しており、公共交通での通勤が可能と

なっています。鉄道の圏域内では分担率が高い事業所が多くなっている一方で、鉄道の圏域

外では、バス圏域内であったとしても、分担率が低い事業所が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鉄道圏域は 500m、バス圏域は 300m で設定 

 分担率は、鉄道およびバスの分担率 

出典：平成 23 年 2月中心市街地事業所アンケート調査結果 

図 2.31 企業立地状況と鉄道およびバスの圏域 
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(3) 通勤・通学流動 

 通勤・通学流動は、奈良市内々や大阪府、京都府との人の動きが多くなっています。 

 

通勤・通学流動は、奈良市内々が 8.8 万人と最も多く、隣接市町村では、大和郡山市や生

駒市間で移動量が多く、結びつきが強くなっています。また、奈良市－大阪府間は 5.9 万人

や奈良市－京都府間は 2.4 万人と、奈良市内々の移動に次いで移動量が多くなっています。 

 
※1,000 人以上のみを記載 

出典：平成 22 年国勢調査 

図 2.32 通勤・通学流動の状況 
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2.3.2 自動車通勤と削減意向 

(1) 通勤時の交通手段 

 「自動車」での交通手段の割合が 3 割を越えて存在します。 

 

通勤時の交通手段は、「鉄道・バス」が 5 割と最も高い一方で、「自動車」が 3.5 割存在し

ています。自転車・徒歩は 2 割以下となっています。 

     

鉄道・

バス
46%

自動

車
33%

原付・

バイク
4%

自転

車・徒

歩
17%

※424 事業所（11,060 人）を対象に集計 

出典：平成 23 年 2月中心市街地事業所アンケート調査 

図 2.33 通勤時の交通手段 

 

(2) マイカー通勤の削減意向と理由 

 マイカー通勤削減意向のある企業は全体の 4 割を占めます。 

 

「できるだけ・ある程度、マイカー通勤を削減」と考えている企業は 4 割となっており、

「マイカー通勤の削減を考えていない」もしくは「特に方針がない」企業は、全体の 6 割を

占めます。これらの削減意向がない企業における理由は、「取り組むきっかけがない、取り組

み方が不明、個々の事業所で取り組めるものではない」との回答が 3 割を上回り、取り組む

きっかけづくりや取り組み方の周知が重要だと考えられます。 

26%

33%

20%

21%

マイカー通勤の削減は考えていない

特に方針はない

できるだけマイカー通勤を削減したい

ある程度はマイカー通勤を削減したい

n=276

50%

10%
1%

22%

17%

削減する必要性がないため

取り組むきっかけがないため

取り組み方が分からないため

個々の事業所で取り組めるものではないため

その他

n=147

 

出典：平成 23 年 2月中心市街地事業所アンケート調査 

図 2.34 企業別のマイカー通勤削減意向（左）と削減しない理由（右） 

 

41% 

59% 

33% 
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2.3.3 鉄道交通 

(1) 乗車人員 

 奈良中心市街地にある鉄道駅乗車人員は、減少傾向となっています。 

 

奈良中心市街地内にある 4 駅の乗車人員数の合計は、平成 14 年の 70.7 千人/日から平成

23 年の 62.8 千人/日と 1 割以上減少し、右肩下がりの傾向となっています。 

駅別の乗車人員は、「近鉄奈良駅」が最も減少しており、38.4 人/日から 31.8 人/日へと

１.5 割減少しています。しかしながら、奈良中心市街地における駅利用者の半数を占めてお

り、玄関口としての役割を担っています。 

19.6
17.3

0.5 0.6

38.4

31.8

12.2 13.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

JR奈良駅 JR京終駅

近鉄奈良駅 近鉄新大宮駅

平
均

乗
車

人
員

 (
千

人
/日

）

 

出典：近畿日本鉄道株式会社、JR 西日本 

図 2.35 駅別乗車人員の推移 
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2.3.4 路線バス 

(1) 運行状況 

 奈良中心市街地の路線バスは、高いサービス水準で運行しています。 

 

奈良中心市街地では、路線バスのバス停停車数が400本/日以上のバス停が集中しており、

運行系統数も 40 本/日を上回る区間が存在していることから、サービス水準が高い地域とな

っています。また、路線バスが網羅的に走行していることから、路線バスでの移動が容易な

状況にあります。 

 

出典：奈良交通ホームページ（平成 25 年 12 月現在） 

図 2.36 日当たりの路線バスの運行系統数とバス停停車数 

 

(2) 利用状況 

 中心市街地を含むエリアを管轄する営業所において運行している路線バスの平成 24

年度利用者数は、年間約 2170 万人です。 

 
出典：奈良県（平成 24 年度利用者数） 
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2.4 関係上位計画 

2.4.1 奈良市第 4 次総合計画 

 特に奈良中心市街地における交通渋滞の緩和を図るために、観光交通を対象として、

公共交通の利用促進が位置づけられています。 

  

 

 

 
出典：奈良市第 4次総合計画 

図 2.37 奈良市第 4 次総合計画における公共交通施策の位置づけ 

 

2.4.2 奈良県都市計画マスタープラン 

 公共交通は、「日常交通」、「観光交通」の両面について利便性を向上する施策を実施

し、利用促進を図るように位置づけられています。 

  

 

 

 

出典：平成 21 年 3月奈良県都市計画マスタープラン 

図 2.38 奈良県都市計画マスタープランにおける公共交通施策の位置づけ 
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2.4.3 奈良県交通基本戦略 

 「奈良の魅力を一層高める交通環境の充実」に向けた重点的な取り組みの一つとし

て、公共交通の利用促進が位置づけられています。 

 

 
出典：平成 23 年 3 月奈良県交通基本戦略 

図 2.39 奈良県交通基本戦略における公共交通施策の位置づけ 
 

2.4.4 奈良公園基本戦略 

 奈良公園における「移動の円滑化の向上」および「分かりやすい案内誘導」の取り組

みとして、以下に示す内容が位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 
出典：平成 24 年 2月奈良公園基本戦略 

図 2.40 奈良公園基本戦略における公共交通施策の位置づけ 
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2.5 奈良中心市街地の交通課題 

 奈良中心市街地の概況から、市街地では自動車交通量が多く、休日および平日ともに

旅行速度が低く 20km/h を下回っている状況にあります。以降では、休日の観光交通

および平日の日常交通に着目して、交通の側面からの課題を示します。 

 

 

2.5.1 観光交通に関する課題 

 

課題１：奈良公園界隈、
ならまち界隈を中
心とした移動環境
の向上

観光動態 観光入込客数

現状現状

○奈良市の観光入込客数は、平成10年比率でほぼ横ばい。
(P15)

○ぐるっとバスの春季利用者数は、増加傾向。
○これまでの利用状況を踏まえ、平成25年秋のぐるっとバスは

3ルート運行。(P18-19)

来訪交通手段

周遊状況

中心市街
地内周遊
バス

ぐるっとバス

奈良観光周遊
バス

観光バス 駐車場予約
システムの利
用状況

交通
結節点

情報案内板

乗り継ぎ
利用の促進

情報提供

○奈良中心市街地への公共交通の分担率は増加傾向で、平
成25年には6割を占める。

○目的地別の交通手段は、「ならまち界隈」、「奈良公園界隈」
では自動車での来訪割合が減少しているものの、依然として
自動車割合は一定割合残っている。 (P16)

○奈良観光周遊バスの利用者は、増加傾向。
○これまでの利用状況を踏まえ、平成25年秋の観光周遊バス
は2ルート運行。(P20-21)

○駐車場予約システムの秋季平均予約率は7割。

○春・秋のピーク時には、利用台数が駐車容量を上回ることが
あり、周辺道路の渋滞発生の一因に。 (P22)

○バスの乗り場や所要時間、時刻表などを表示するデジタル
サイネージの利用者は、6割が満足している一方で、1.5割は
不満と回答。 (P25)

○奈良中心市街地のバスが一日乗り放題となる乗車券に関す
る取り組みを実施。
○木簡型一日フリー乗車券利用者のうち、9割が満足。
○販売枚数は増加傾向で、平成25年秋季は平成23年の2倍に。

(P26-27)

P&R 利用状況

実施概要

○各駐車場とも、一定数のP&R利用台数が存在。 (P23)

○観光目的の自動車交通について、奈良中心市街地への流
入抑制を目的に実施。(P24)

課題課題

○公共交通
機関利用
者に対す
るサービ
ス向上

○奈良公
園・中心
市街地の
移動環境
の向上

○渋滞の緩
和

課題２：ぐるっとバス
や奈良観光周遊バ
スなど、既存の公
共交通のさらなる
利用促進

課題３：駐車場入庫待
ち車両のさらなる
削減

課題６：快適な乗り継
ぎ環境の確保に向
けた公共交通結節
機能の向上

課題４：駐車場への案
内・誘導の強化な
どによる既存の
P&Rの利用促進

課題５：渋滞対策に資
する意識啓発の充
実

○「奈良公園界隈」、「ならまち界隈」を中心とした周遊観光が
多い。 (P17)

○公共交通・P&Rに関する広報として、アクセスナビ、チラシや

ポスターを実施。
○関連する広報の認知は、3割にとどまる。 (P28)

目標目標

課題6へ
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2.5.2 日常交通に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤・
通学

企業規模

課題７：公共交通サー
ビス水準の高い奈
良中心市街地にお
いて、マイカーか
ら公共交通への転
換を促進

現状現状

○奈良市内々や大阪府、京都府間の人の動きが多い。 (P30)

○奈良中心市街地内にある鉄道駅の乗車人員は、減少傾向。
(P32)

通勤・通学
流動

通勤時の
交通手段

鉄道交通 乗車人員

利用状況 ○路線バスの利用者数は、年間2170万人。 (P33)

○マイカー
通勤から
公共交通
利用への
転換

○奈良中心市街地の事業所は、民間企業が7割。
○従業員20人以下の規模の企業が7割。 (P29)

自動車通
勤と削減
意向

○通勤時の交通手段は、鉄道・バスが5割弱。一方で、自動車
の割合は3割超。 (P31)

マイカー通勤
の削減意向と
理由

○マイカー通勤削減意向のある企業は全体の4割。
○それ以外の企業のうち、3割が「取り組むきっかけがない、取

り組み方が不明」などの意見であり、きっかけづくりなどが重
要。 (P31)

路線バス ○奈良中心市街地の路線バスは、高いサービス水準で運行。
(P33)

運行状況

企業立地状況 ○大半の事業所は、鉄道およびバスの圏域内に立地。 (P29)

課題課題 目標目標
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3. 基本理念および計画目標 

3.1 基本理念 
 

奈良中心市街地で、観光客・市民双方にとって移動のしやすい空間を創出するためには、自動

車利用から公共交通利用への転換を促進することが重要であり、そのためには公共交通の利用環

境向上に向けて取り組んでいくことが不可欠です。 

行政・交通事業者の積極的な取り組みはもとより、市民・観光客などの関係者相互の協力によ

り、公共交通で快適に移動できる地域を創出することを念頭に置き、次の理念を掲げるものとし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 計画目標 
 

基本理念を踏まえ、課題を解決するための本計画の目標として、奈良中心市街地において、過

度に自動車に頼らず、公共交通で快適に移動できる交通体系の確立を目指します。 

本計画の計画目標として、以下を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域に親しまれ、観光客に好まれる、 

公共交通網の構築による地域活性化の実現 

理念①：地域の快適性向上と活性化 

理念②：観光客の満足度向上 

理念③：世界遺産など、奈良の文化財や自然環境の保護 

 

 

観光 

交通 

奈良中心市街地における旅行速度の向上 

公共交通の分担率 

奈良市の観光入込客数 

公共交通への転換者数 日常 

交通 

具体目標 種類 計画目標 

渋滞の緩和 
(1) 

公共交通機関利用者に

対するサービスの向上 
(2) 

奈良公園・中心市街地の

移動環境の向上 
(3) 

マイカー通勤から公共

交通利用への転換 
(4) 
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(1)  渋滞の緩和：奈良中心市街地における旅行速度の向上 

 

奈良中心市街地における渋滞を緩和させ、快適な観光を実現するため、主要道路における

旅行速度を向上させることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2
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0.0
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旅
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出典：平成 24 年 10・11 月、平成 25 年 4・5月の民間プローブデータ（ホンダインターナビ統計データ） 

図 3.1 大宮通りにおける休日の平均旅行速度 

 

 

図 3.2 計画目標：平均旅行速度の対象区間 

(1)

1 

 
                    ＜平成 28 年度＞ 

現況値   15.2(km/h)
※     目標値    20(km/h)以上 

※7 時～19 時の 12 時間の平均旅行速度(km/h) 

※奈良公園と平城宮跡など、主要な観光施設へのアクセス道として利用する主要道路である

「大宮通り（国道 24 号東側）」を対象 

※休日秋季：西行き 15.2(km/h)、東行き 19.9(km/h) 

   春季：西行き 18.0(km/h)、東行き 20.9(km/h) 

※目標値は、公益財団法人 道路交通情報センター（JARTIC）の渋滞情報、「一般道路

20km/h 未満は混雑」を参照に設定 

平均旅行速度（km/h） 

20km/h 
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(2)  公共交通機関利用者に対するサービスの向上：公共交通分担率 

 

公共交通のサービス水準を向上させ、誰もが迷うことない公共交通での観光を促進するこ

とによって、公共交通の分担率を増加させることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR

近鉄

路線バス

奈良観光周遊バス

ぐるっとバス

自動車

徒歩

その他

n=443    

JR

近 鉄

路 線 バ ス

観 光 バ ス

自動車

徒歩

そ の 他

n = 6 1 9
 

出典：平成 25 年 11 月休日中心市街地来訪者アンケート調査 

平成 23 年 11 月休日中心市街地来訪者アンケート調査 

図 3.3 公共交通の分担率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 
                    ＜平成 28 年度＞ 

現況値   60(%)
※       目標値    65(%)以上 

※秋季来訪者アンケート「奈良中心市街地への来訪交通手段」に関する設問で把握 

※公共交通とは、JR、近鉄、路線バス、ぐるっとバス、奈良観光周遊バスと定義し、 

全交通手段に占める公共交通の割合により算出 
 

出典：平成 25 年 11 月休日中心市街地来訪者アンケート調査 

公共交通分担率 

現況値 目標値 

(例：1300 年祭時) 

65% 60% 
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(3)  奈良公園・中心市街地の移動環境の向上：奈良市の観光入込客数 

 

奈良中心市街地における移動環境を向上させ、公共交通での周遊観光を促進させることに

よって、奈良市の観光入込客数を増加させることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  マイカー通勤から公共交通利用への転換：公共交通への転換者数 

 

従業者などへの公共交通に対する意識を向上させることによって、日常の交通手段につい

て、マイカーから公共交通への転換者数を増加させることを目標とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

(4) 

 
                    ＜平成 28 年度＞ 

現況値   1,397(万人/年)
※    目標値    1,507(万人/年) 

※奈良市内への観光入込客数 

※奈良市第 4 次総合計画に記載の観光入込客数、平成 21 年：1,397 万人/年、平成 27 年：

1,491 万人/年のトレンドを考慮し、平成 28 年度の値を推定し、目標値として設定。 
 

出典：奈良市第 4 次総合計画  

観光入込客数 

 
                    ＜平成 28 年度＞ 

現況値   0(人/年)    目標  より多くの人をマイカーから転換 
 

公共交通への転換者数 



 

 42 

4. 実施施策 

4.1 施策体系 

計画目標を達成するための施策体系を以下に示します。 

なお、施策実施にあたっては、関係機関と充分に協議しながら進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光 

交通 

①渋滞の緩和 

実施施策 種類 計画目標 

②公共交通機関

利用者に対する

サービスの向上 

日常 

交通 

③奈良公園・中

心市街地の移動

環境の向上 

④マイカー通勤

から公共交通利

用への転換 

渋滞対策に資する効

果的な広報の実施 
１ 

駐車場利用の平準化 ３ 

鉄道駅などでの乗り

継ぎ利便性の向上 

５ 

ターミナルの検討 ６ 

観光拠点間の移動環

境の充実 

７ 

ならまち界隈の動線

確保 

8 

モビリティ・マネジメ

ントの実施 
9 

①チラシおよびポスター配布枚数・箇所数 

②HP アクセス数 

③放送回数 

①利用台数 

①JR 奈良駅市営駐車場の利用台数 

 

①予約台数 

②予約率 

①情報端末利用者数 

②木簡型一日フリー乗車券の販売数 

①ぐるっとバス利用者数 

①マイカー通勤から他の通勤手段への  

転換者数 

モニタリング指標 

パーク&ライドの実施 

 

2 

観光バスの需要調整 

 

4 

– 

①大宮通りと大森高畑線の東向き交通量の比率 

②ならまち振興館入館者数 
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4.2 施策概要 

 それぞれの事業概要は、以降に示すとおりであり、取り組み状況および効果を定期的

に把握するために、モニタリング指標を設定します。 

 

(1) 施策 1：渋滞対策に資する効果的な広報の実施 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

鉄道駅・高速

SA/PA などにおけ

るチラシの留め置

き・ポスターの掲示 

・これまでの広報事業を参考にして、認知度が高いことが確認

された鉄道駅や高速 SA/PA において、チラシ・ポスターに

よる広報を実施します。 

ホームページの充

実 

・奈良中心市街地における観光目的利用者を対象に、魅力的な

観光情報を紹介するためのポータルサイト：アクセスナビの

情報充実化を図ります。 

・観光案内に加え、ぐるっとバスや周遊観光バス、さらには

P&R 駐車場などを分かりやすく示すことで、公共交通の利

用促進を図ります。 

P&R の利用促進に

資するラジオ・道路

情報板などでの情

報提供 

・自動車来訪者に対して、奈良中心市街地で公共交通を利用し

て観光してもらうために P&R を推進します。 

・P&R 駐車場に関して自動車運転中でも情報を取得可能な、

ラジオや道路情報板、案内看板や横断幕の設置を行います。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：チラシおよびポスター配布枚数・箇所数 

チラシ：14,520 枚、27 箇所 

ポスター：115 枚、7 箇所 

（平成 25 年秋季） 

指標②：HP アクセス数 7,822 回/月（平成 25 年） 

指標③：放送回数 48 回/月（平成 25 年） 

実施主体 奈良県、奈良市 

 

 

図 4.1 アクセスナビの画面およびぐるっとバスのチラシ 

 



 

 44 

 

(2) 施策 2：パーク＆ライドの実施 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 
・「R24 高架下駐車場」と「奈良市役所駐車場」などで P&R を実施し、ぐるっとバ

ス等で観光周遊を促進し、奈良中心市街地の交通渋滞を抑制します。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 
指標①：利用台数 124 台/日（平成 25 年秋季） 

実施主体 奈良県、奈良市 

 

 

(3) 施策 3：駐車場利用の平準化 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

分かりやすい駐車

場案内の整備 

・円滑な駐車場利用を促進させるために、駐車場案内システム

を整備するとともに、駐車場への案内・誘導を充実します。 

JR 奈良駅前周辺駐

車場の利用促進 

・JR 奈良駅周辺駐車場の料金見直しなどにより、奈良中心市

街地における駐車場利用の平準化を促進し、渋滞の緩和を図

ります。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 
指標①：JR 奈良駅市営駐車場の利用台数 401 台/日（平成 25 年秋季） 

実施主体 奈良県、奈良市 

 

 

(4) 施策 4：観光バスの需要調整 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

・観光ピーク期間に観光バスが来訪する時間帯を分散し、駐車場への入庫待ちによ

る渋滞を解消するため、ウェブ上での予約を基本とする観光バス駐車場予約シス

テムを継続的に実施します。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：予約台数 69 台/日（平成 24 年） 

指標②：予約率 63.3%（平成 24 年） 

実施主体 奈良県 
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(5) 施策 5：鉄道駅などでの乗り継ぎ利便性の向上 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

情報案内強化によ

る乗り継ぎ利便性

の向上 

・鉄道駅からバスへの快適でかつ円滑な乗り継ぎが可能となる

ように、鉄道駅にてバス停の位置やバスルートなどの運行情

報に関する案内を行います。 

・近鉄奈良駅構内の観光案内所の前に設置しているデジタルサ

イネージ（電子看板）について、バス停の乗り場案内、おす

すめバス観光ルートなどの案内情報の強化を図ります。 

木簡型一日フリー

乗車券の企画・販売 

・奈良中心市街地内における公共交通による周遊観光を促進す

るために、継続的に木簡型一日フリー乗車券を製作・販売し

ます。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：情報端末利用者数 48,246 人/月（平成 25 年） 

指標②：木簡型一日フリー乗車券の販売数 173 枚/日（平成 25 年秋季） 

実施主体 奈良県、奈良市、JR、近鉄、奈良交通、協議会 

 

 

図 4.2 デジタルサイネージおよび木簡型一日フリー乗車券 

 

 

(6) 施策 6：ターミナルの検討 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

・奈良公園への来訪公共交通手段と公園内を走行するぐるっとバスとの交通結節機

能を向上させるために、基本計画を策定して、乗り継ぎ利便性向上に向けたター

ミナルの検討を行います。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 
－ 

実施主体 奈良県 
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(7) 施策 7：観光拠点間の移動環境の充実 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 
・奈良公園や平城宮跡、ならまちなどの観光地、鉄道駅などを結ぶ周遊バス（ぐ 

るっとバス等）について、運行形態などを見直しながら、継続的に運行します。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 
指標①：ぐるっとバス利用者数 738 人/日（平成 25 年秋季） 

実施主体 協議会 

 

 

(8) 施策 8：ならまち界隈の動線確保 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 

・ならまち南エリアで周遊観光が多いことを踏まえ、観光および交通の両面につい

て、ならまちのエントランスとなる拠点を整備します。 

・その動線を確保するために、JR 京終駅の役割強化や路線バスの活用を図ることに

よって、大宮通り（国道 369 号）への流入車両を分散させるなど、奈良中心市

街地の渋滞を緩和させます。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：大宮通りと大森高畑線の東向き交通量の比率  

指標②：ならまち振興館入館者数 597 人/月（平成 24 年） 

実施主体 奈良市 

 

 

図 4.3 目指す観光客の周遊動線 

 

ならまち内々、ならまちと
奈良公園間の動線を確保 
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(9) 施策 9：モビリティ・マネジメントの実施 
 

項  目 内  容 

事業期間 平成 26 年度～平成 28 年度 

概  要 
・マイカー通勤削減の意向が高く、利用転換が可能な公共交通が整備されている事

業所を主対象に通勤における公共交通への意識転換を図ります。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

指標 

指標①：マイカー通勤から他の通勤手段への 

転換者数 
 

実施主体 奈良市 
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5. 事業スケジュール 
 

表 5.1 計画期間の各年度に実施する事業内容 

計画目標 事業計画 

実施主体 事業計画期間（年度） 

奈

良

県 

奈

良

市 

JR 近

鉄 

奈

良

交

通 

協

議

会 

平成 

26年度 

平成 

27年度 

平成 

28 年度 

①渋滞の緩和 
渋滞対策に資する効

果的な広報の実施 
○ ○     

    

 
パーク＆ライドの実

施 
○ ○     

    

 駐車場利用の平準化 ○ ○     
 

 

  

 観光バスの需要調整 ○      

    

②公共交通機関利用者

に対するサービスの向

上 

鉄道駅などでの乗り

継ぎ利便性の向上 
○ ○ ○ ○ ○  

    

③奈良公園・中心市街

地の移動環境の向上 
ターミナルの検討 ○      

    

 
観光拠点間の移動環

境の充実 
     ○ 

    

 
ならまち界隈の動線

確保 
 ○     

   

④マイカー通勤から公

共交通利用への転換 

モビリティ・マネジ

メントの実施 
 ○     

    

 

 

 

 

 

 

検証・実施 

検証・実施 

検証・実施 

検証・実施 

設計・整備 

調査・検証 

 

運行・検証・整備 

 

情報の提供、検討 

 

整備 

 

拠点整備・検証 
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6. 推進体制 

6.1 推進体系 

本計画を確実に推進して実現していくためには、住民、交通事業者、行政など、それぞれが自

らの役割を認識し、分担しながら果たしていくことが重要です。事業主体は奈良中心市街地の交

通状況および課題、基本理念・目標を相互に理解・共有し、緊密な連携を図りながらより快適な

観光および日常生活の実現に向けて、公共交通で快適に移動できる地域の創出を進めていくこと

とします。 

 

表 6.1 関係主体の役割 

主体 役割 

住民など 

啓発活動などを通して、通勤、通学、私用などの全ての移動目的に関して、

公共交通機関を使う意識を醸成し、無駄な自動車利用を減らして公共交通

機関を積極的に利用する役割を担う。 

観光客 
広報などを確認して公共交通機関を利用する役割を担う。 

やむを得ずマイカーでの観光客は、P&R を積極的に利用する役割を担う。 

交通事業者 

企画切符などのサービスや広報活動をさらに充実させ、行政との連携を図

りつつ公共交通利用促進を図る。また、交通モード間での連絡強化を図り、

利便性の高い公共交通を構築する役割を担う。 

行政 
県・市・国が協働し、円滑な事業実施に努めるとともに、公共交通利用促

進に関して、交通事業者を支援する役割を担う。 

 

 

図 6.1 推進体系 
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6.2 事業推進に係る目標達成状況および施策効果検証の実施 

奈良中心市街地における公共交通を取り巻く環境（利用状況、交通事業者の状況、行政の財政

状況、社会状況など）は、時間の経過とともに今後も変化することが予想されるため、本計画で

定める事業内容においても、その変化に適切に対応すべく、定期的な見直しを行うことによって、

持続可能な公共交通の確率を図ることが重要です。 

そこで、本計画では、PDCA サイクルによって、「計画の策定（Plan）、事業実施（Do）、評

価（Check）、柔軟な見直し（Action）」についてマネジメントを行い、効率的かつ効果的な事

業の実施へとスパイラルアップを図ります。今後も定期的に協議会を開催し、PDCA サイクル

に従って各モニタリング指標に基づいた評価を行いながら、改善を図りつつ、各事業を推進して

いきます。 

 

 

図 6.2 PDCA サイクルによるスパイラルアップのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 


